
別添１

平成30年12月27日

協議会名：大竹市地域公共交通活性化協議会

①事業の結果概要
③生活交通確保維持改善計画等の

計画策定に向けた方針

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（大竹市地域公共交通網形成計画策定等に係る事業）

②事業実施の適切性

【事業内容】
・地域における交通の現況と課題整理
・市民ニーズの把握（市民アンケート）
・利用者ニーズの把握（路線バス，コミュニティバス利
用者アンケート）
・事業者意向の把握（バス・乗合タクシー・航路事業者
ヒアリング調査）
・計画策定に向けた問題点・課題の把握
・『地域公共交通網形成計画』の策定

【結果概要】
・地域公共交通の現状を把握し，問題点・課題を整理
することができた。
・問題点・課題を踏まえて，持続可能な地域公共交通
体系を構築するための基本方針，目標，具体事業に
ついて検討し，協議会に諮るための計画素案を作成し
た。
・今後の協議会の検討を経て，『地域公共交通網形成
計画』として最終的にとりまとめる。

A 計画通り事業は適切に実施された。

地域公共交通網形成に向けた基本的方針，推進するた
めの取り組み方針を次のとおり定める。
　【基本方針】
　　①市民の移動環境を確保・維持する
　　②暮らしやまちづくりを支える
　　③市民自らが守り育てる。

　【取り組み方針】
　　①市民生活を支えている現行の公共交通サービス
　　　は維持を基本とする。
　　②持続可能なサービスとするため，公共交通の
　　　効率性を高める取り組みを推進する。
　　③地域住民との協働により，移動環境の向上に有効
　　　かつ需要に適した地域内交通の整備を推進する。
　　④鉄道事業者等関係機関との協働により，公共交通
　　　の利便性を高める取り組みを推進する。
　　⑤公共交通サービスの維持に向けて，市民の公共
　　　交通の利用意識，及び支援する意識を高める。


